
チモシー「ノサップ」

・早生品種で直立型の採草用の代表品種。
・異なる熟期の品種と組み合わせること
で、刈取適期幅の拡大が可能。

・安定品種で３０年以上使用されている
ロングセラー品種。

・栽培適地は、北海道全域。

チモシー 「なつぴりか」
登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・中生品種の早で多収。特に２番草が多
収。

・耐倒伏性に優れ、マメ科牧草との混播
栽培条件下で草種合計収量およびチモ
シー収量が多く、混播適性が優れ、採
草利用に向く。

・斑点病抵抗性は極めて優れる。
・栽培適地は、北海道全域。

チモシー「クンプウ」

・極早生品種で出穂始めが「ノサップ」
より1週間早い。直立型で茎は太い。

・異なる熟期の品種と組み合わせること
で、刈取適期幅の拡大が可能。

・再生力旺盛、マメ科牧草との混播も良
好。

・栽培適地は、北海道全域。

チモシー「キリタップ」

・中生品種の晩で早生品種より出穂は
１０日遅いが多収。

・マメ科牧草との混播適性も良好。
・直立型で葉は細く、茎数は多い。
・斑点病、倒伏に比較的強く、耐寒性は

強い。

・栽培適地は、北海道全域。

チモシー「なつさかり」
登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・晩生品種で耐倒伏性に優れ、斑点病抵
抗性も強い。

・草丈は１・２番草とも高く、穂長、葉
長が長く、葉幅は広く、茎が太い。

・刈取適期幅に拡大が可能。採草に適す
る。

・栽培適地は、北海道全域。

アカクローバ「ナツユウ」
登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・早生品種。混播適性に優れる。
・越冬性も優れる。早生品種の中では競

合力が小さく、チモシーを抑圧しにく
い。

・うどんこ病、菌核病には強いが、黒葉
枯病にやや弱い。

・栽培適地は、北海道全域。特に少雪地
帯。

アカクローバ「リョクユウ」
登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・早生品種。競合力は強く、永続性に優
れる。耐寒性はやや強い。

・オーチャードグラス及びチモシー極早
生品種との混播適正に優れる。

・栽培適地は、北海道全域。

シロクローバ「マキバシロ」

]

・中葉型に分類され、その中でもやや大
きめの中葉サイズ。

・中葉型では競合力に強い。
・混播適性、永続性に優れ、放牧適性に

優れる。
・栽培適地は、北海道と東北地域の寒冷

地。

育成：北見農業試験場 育成：北見農業試験場 育成：北見農業試験場 育成：北見農業試験場

育成：北見農業試験場 育成：根釧農業試験場・北海道農業試験場 育成：根釧農業試験場・北海道農業研究センター 育成：東北農業試験場

農研機構(国)や道の試験場等
で育成された優良牧草品種の
ご案内です。 《北海道版》

自給飼料の増産を支援、土地基盤に立脚
した畜産をサポートします。

一般社団法人日本草地畜産種子協会
電話：０３-３２５１-６５０１

HP: http://souchi.lin.gr.jp

【北海道支所】
電話：０１１-３８２-８９８９

2022.8 作成

≪道内草地の現状≫

全道の草地の植生割合を見てみると…

牧草の割合は

イネ科とマメ科を合わせても52.8%。

残りの47.2%は

雑草と裸地が占めています。

平成24～26年に調査した12,003点の平均
（北海道自給飼料改善協議会調べ）



オーチャードグラス「はるねみどり」

登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・早生品種で出穂始めは「ワセミドリ」
より約１日遅く、越冬生は優れる。

・春、秋の収量性は「ワセミドリ」より
優れ、採草利用を中心に放牧利用もで
きる。

・栽培適地は、北海道全域と東北北部。

オーチャードグラス「ハルジマン」

登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・中生品種で出穂始めは「オカミドリ」
並。

・一番草収量は「オカミドリ」より多収
ですじ葉枯病抵抗性は「オカミドリ」
より優れる。

・マメ科牧草との混播で良好なマメ科率
を維持、採草利用を中心に放牧利用も
できる。

・栽培適地は、北海道全域と東北北部。

オーチャードグラス「トヨミドリ」]

・極晩生品種で出穂始めは「ワセミド
リ」より約２週間、「オカミドリ」よ
り約８日遅い。

・採草利用を中心に放牧利用もできる。
・越冬生は「オカミドリ」より優れ、す

じ葉枯病抵抗性は「オカミドリ」より
優れる。

・栽培適地は、北海道全域と東北北部。

メドウフェスク「まきばさかえ」

登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・早生品種で土壌凍結地帯の集約放牧に
適した草種。

・積雪下で発生する雪腐病抵抗性の強化
により、越冬性が「ハルサカエ」より
優れる。

・集約放牧を想定した短草・多回刈取り
の乾物収量は「ハルサカエ」を上回る。

ペレニアルライグラス「道東１号」

登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・極晩生品種で茎数密度が高く、放牧に
向く。

・雪腐大粒菌核病に抵抗性がある。
・再生力、追播適性、嗜好性に優れる。
・メドウフェスクよりも、秋季の生育に
優れる。

・土壌凍結地帯では、冬枯れする場合が
まれにあるので、単播は避ける。

ペレニアルライグラス「チニタ」

登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・中生品種で出穂が最も早い。
・採草・放牧兼用利用時の１番草が多収。
・再生力が強く、季節生産性に優れる。
・北海道の北部、中央部及び南部に適応

する。土壌凍結地帯での栽培は避ける。
・越冬性は実用上問題はないがやや劣る。

ペレニアルライグラス「ポコロ」

・晩生品種で越冬性、永続性、収量性に
優れ、春の朋芽が早く、春の生産性が
良好。

・シロクローバとの相性も良く、集約放
牧利用では９～１０月は再生草量の低
下が見られる。

・北海道の北部、中央部及び南部に適応
する。土壌凍結地帯での栽培は避ける。

アルファルファ「ハルワカバ」

登録品種；海外持出禁止（公示（農水省HP）参照）

・早生品種。越冬性にも優れ、アルファ
ルファの栽培が難しいとされている地
域での栽培も適する。

・そばかす病、バーティシリウム委凋病
に対して抵抗性品種。

・栽培適地は、北海道全域。

↓ まきばさかえ ↓ 既存品種

雑草に負けない草地を作るために…

オーチャードグラスやペレニアルラ
イグラスなどの競合力の強い草種を
活用する方法もあります。

チモシー
（TY）

冠部被度が
年々減少

オーチャードグラス
（OG）

ペレニアルライグラス

（PR）

４～６年後も冠

部被度を維持！

（リードカナリーグラス）

図３ チモシー（TY）主体草地およびオーチャードグラ
ス（OG） + ペレニアルライグラス（PR）主体草地におけ
る更新後の冠部被度（天北支場、ホクレン 2012）

≪雑草による経済的ダメージ≫

《リードカナリーグラス》

チモシーよりも乾物摂取量が少なく、産
乳量も少なくなってしまいます。

乾物摂取量 乳量

図１ チモシーおよびリードカナリーグラスの
乾物摂取量と乳量 （ホクレン、2012）

《シバムギ》

チモシーよりも品質が劣るうえ、乾物収
量でも8割程度と少なくなります。

図２ 同一圃場内で同時に刈取った乾物収量の比較
（根釧農試・ホクレン、雪印種苗2015）
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